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1367　ドーム
スグリ文鉢
H5.6×D13.7cm　ヴィトリフィカシオン、
酸化腐蝕彫り、エナメル彩　蓋欠損　
側部にエナメル彩サイン　

成り行き

1368　ドーム ［14点セット］
リキュールセット
デカンタ／H18.8cm　グラス各種12点／H5.5–6.8cm　
トレイ／D26cm　デカンタ以外の各底部に陰刻サイン　

成り行き

1369　ドーム 他［3点セット］
ガラス器各種
ドーム：グラス／H12.2cm　ヴィトリフィカシオン　
側部にエナメル彩サイン　シュナイダー：鉢／
H6.3×D12.2cm　皿／D10.7cm　各側部に陰刻サイン

¥ 30,000−50,000

1370　ドーム
薊とロレーヌ十字文香水瓶
H9.9cm　酸化腐蝕彫り、エナメル彩、金彩　
底部に金彩サイン　

¥ 170,000−220,000

1371　ドーム
冬景色文花器
H11cm　アプリカシオン、酸化腐蝕彫り、エナメル彩　
底部に修復　底部にエナメル彩サイン　

成り行き

1372　ドーム
蝶とアイリス文花瓶
H18.6cm　酸化腐蝕彫り、グラヴュール、金彩　
サイン摩滅　

¥ 50,000−80,000

1373　ドーム
ヤドリギ文グラス
H12.6cm　酸化腐蝕彫り、エナメル彩、金彩　
底部に金彩サイン　

¥ 50,000−80,000

1374　ドーム
ヤドリギ文グラス
H12.4cm　酸化腐蝕彫り、エナメル彩、金彩　
底部に金彩サイン　

¥ 60,000−90,000

1375　ドーム
ヤドリギ文グラス
H14.5（金具含む）cm　酸化腐蝕彫り、エナメル彩、
金彩　底部に金彩サイン　
銀製金具にホールマーク（ミネルヴァ）有　

¥ 70,000−120,000

1376　ドーム
ミニチュア蘭文鉢
H2.7×D5.3cm　
酸化腐蝕彫り、エナメル彩　
底部に陰刻サイン　

¥ 90,000−140,000

1377　ドーム
水仙文グラス
H5.3cm　酸化腐蝕彫り、金彩　
底部に金彩サイン　

¥ 30,000−50,000

1378　ドーム
マーガレット文グラス
H5.2cm　オパルセントガラス、
酸化腐蝕彫り、金彩　底部に金彩サイン　

¥ 30,000−50,000

1379　ドーム
ミニチュア梅文花器
H2.8×W5.1×3.4cm　
酸化腐蝕彫り、エナメル彩、金彩　
底部に金彩サイン　

¥ 40,000−70,000

1380
ドーム
ホップとロレーヌ十字文グラス
H12.3cm　酸化腐蝕彫り、エナメル彩、金彩　
底部に金彩サイン　

¥ 100,000−150,000

1381
ドーム
アイリス文花瓶
H12.1cm　酸化腐蝕彫り、グラヴュール、金彩　
底部に金彩サイン　

¥ 100,000−150,000

1382
ドーム
蝶と木の実文花瓶
H15.7cm　酸化腐蝕彫り、エナメル彩、金彩　
底部に金彩サイン　

¥ 130,000−180,000

1383
ドーム
ナナカマド文花瓶
H14.2cm　ヴィトリフィカシオン、酸化腐蝕彫り、
エナメル彩　側部に陽刻サイン　

¥ 100,000−150,000
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1567
ドーム
ポピー文花瓶
H56.1cm　
ヴィトリフィカシオン、酸化腐蝕彫り　
底部に陰刻サイン　

¥ 800,000−1,200,000

1568
ドーム
葡萄文ランプ
H36.4×D19.5cm　
被せガラス、酸化腐蝕彫り　
本体側部とシェードに陽刻サイン　

¥ 1,000,000−1,500,000

1569
ドーム
帆船文ランプ
H50.3×W24.3×24cm　
被せガラス、酸化腐蝕彫り
本体数ヶ所に修復とイタミ　
シェードに陽刻サイン　

¥ 500,000−700,000

1570
ドーム
薊文花瓶
H50.3cm　
被せガラス、酸化腐蝕彫り　
脚部に陰刻サイン　

¥ 700,000−900,000
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1591
ドーム
オランダ冬景色文ランプ
H32.2×D15.8cm　
ヴィトリフィカシオン、酸化腐蝕彫り、エナメル彩　
本体底部にエナメル彩サイン　

¥ 2,300,000−2,800,000

1592
ドーム
海底文花瓶
1900年頃　H39cm　
サリッシュール、酸化腐蝕彫り、エナメル彩、金彩　
底部に金彩サイン

¥ 1,500,000−2,000,000
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